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きく 3 つの問題にまとめるが出来る。 1 点目は、
現実に存在するテロや排他的状況の現出理由であ
る。それらを克服するのは、平和の基礎にある人
権尊重感覚としてのケア認識であるとの応答が貴
重なものであった。 2 点目はその他者尊重と関連
する霊性の回復をどのように考えるか、の問題で
あった。これについては人間尊重の回復の次元に
とどまらず、神の似像の回復という宗教的感覚に
もとづく変化成長の必要性が強調された。これは
実践的には「相手のなかにイエスを認め合う」と
いう感覚を通して、祈りを通してわかりあうこと
のイメージが提出されたが、そこから 3 点目の問
題である、他宗教との祈りの共有という課題が見
通されるところとなった。また、個々の問いにお
いても、魂と意識の相違、魂と霊魂の関連、一神
教的世界観と平和の創出、日本国憲法における良
心規定とスピリテュアリティとの関係、等、スピ
リチュアリティ論の可能性と豊饒性を再認識させ
られる応答がなされ、参加者からはより長い時間
設定を望む声が多く聞かれたことであった。
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